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1ご挨拶

顧問あいさつ 

今年からモンゴルスタディツアーが再開され、今夏、6 年ぶりにモンゴルに⾏ってきまし
た。ホスタイ国⽴公園では、野⽣の⾺である「モウコノウマ」や⼤型齧⻭類のタルバガン
を直近で⾒ることができとても幸運でした。 
ただ、幸運も束の間、私の左眼に痛みが！なんと、左眼にハエが卵を産みつけたようなの

です！！いつ孵化するのか怯え、「隻眼の関⼝」に
なることも覚悟していたのですが、ウランバート
ルの病院の名医のおかげで無事に取り除くことが
できました。ハエが眼に卵を産むのを防ぐには、
メガネをかけるのが良いとのこと。今までは裸眼
であることはメリットしかないと思っていました
が、意外なデメリットがあることを学びました。
世界にはまだまだ想像もしないことがたくさんあ
るのですね。皆さん、若いうちにいろんな世界に
触れてください。 野⽣の⾺「モウコノウマ」 

（顧問 ）  

KS プロジェクト知床実習に参加した皆様、⼤変お疲れ様でした。橋を⾒ればその界隈
にシマフクロウが出るかどうかわかるということ、シマフクロウは⾒た⽬はもふもふだけ
れど⾻格標本にすると実はスタイリッシュだってこと、ヒグマはハイマツの実が⼤好物で、
それは⼈間が⾷べても美味しいこと、そしてヒグマは本当にハイマツの実が好きなこと
（笑）←笑えない、そんなヒグマに「スイッチを⼊れ
ている」のは他でもない⼈間であること、等々、学ん
だことを挙げればキリがありません。現地に赴き実
物に触れたりそこで活動している⽅々のお話を伺っ
たりすることの重要性を再認識した次第です（とは
いえ、どうしたって我々がそれぞれ認識している世
界は全て脳が再構成しているものなのですが、、、）。
若くしてこんな体験ができたキミたちは羨ましい！恩着せがましいけれど親に感謝しな
さい！笑 知床で何から何までお世話になりましたワイルドライフプロの葛⻄さん（海城
OB）にこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうござました。 （顧問 ）     

ハイマツの実（球果） 250820＠知床峠 



2 ご挨拶

⾼校⽣物部⻑ 
本⽇は第 134 回 海城祭 ―澪―にお越しくださいまして、誠にありがとうございま

す。今年の夏も⼤変暑い中、⽣物部員達はこの⽂化祭のための準備を⼀⽣懸命してきま
した。ぜひ楽しんでいただけましたら幸いです。

さて、今年も部員達は様々な場所で⽣物観察をしてきたようです。近年⽣物部内で⼈
気の出てきた爬⾍類や両⽣類などのペット的な飼育だけでなく、しっかりと野外観察に
も励む部員達が依然多いことに嬉しく思います。もちろん僕もこの夏は受験勉強前最後
の夏休みということで、しっかりと⽣き物観察をしてきました。知床合宿の話などにつ
いては後ほどのページで詳しく書いてあるので、ここではイギリスの話をしたいと思い
ます。

海城では海外研修としてイギリス研修等ものが実施さ
れており、今回僕もこれに参加してきました。イギリス
はネイチャーポジティブ的思想が進んでいると⾔われて
おり、街の近くでも様々な⽣き物を⾒ることができるの
ではないかと期待していたのですが、到着後に早速⾒る
ことのできたものが右の写真。⽺がたくさんいました。
このように街のすぐ郊外に農園や牧場が広がっているの
で⾝近に⾃然に触れ合うことができます。僕は⿃が好き
なのでもちろん野⿃撮影をたくさんしました。例えば右
の写真。ヨーロッパコマドリという⿃で、現地ではロビ
ンと呼ばれています。ヨーロッパの⽂学作品に頻繁に登
場してくるので⽇本での知名度も⽐較的あります。⽇本
のコマドリは深い渓流の中まで⾏かないと⾒ることがで
きないので⾝構えていたのですが、そこら中で⾒ること
ができてとても感動しました。この他にもブラックバー
ドやアオガラ、アナグマ、ノウサギなど、様々なヨーロ
ッパ固有の⽣き物を⾒ることができました。昨年は⼈の
⼿付かずの⾃然をボルネオで体験し、今年は⼈々に⾝近
な⾃然をイギリスで体験するという点で、とても良い体
験になったと思います。僕は今年で引退となってしまい
ますが、⽣物部員にはこれからも飼育だけでなく野外で
の観察を続けてほしいなと思います。

↑イギリスで⾒た⽺達

↑ヨーロッパコマドリ

↑ボルネオ島

部長挨拶部長挨拶
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中級編

さあ中級編。ここでは日淡の地味な美しさについて説明しましょう。
皆さんは一度は侘び寂びという言葉を聞いたことがあると思います。日淡の地味な美しさはまさ

にそれです。枯山水の庭のような美しさが彼ら日淡にはあります。例えばモツゴやトミヨなどが挙
げられます。
彼らが沈水植物の豊富な湧水の池で泳ぐ姿を見れば全米が感動して泣くことでしょう。

上級編

最後に分類がよくわからない種と生存競争が弱い種の魅力に
関して説明していこうと思います。正直今から書くことは一般
の方には絶対に理解してもらえないのでわかりやすさは度外視
でいきます。もし理解できる小学生の方がいらっしゃったら、
ぜひ海城に入って生物部に入部してください。確実に魚班長・
部長になれます。
はじめに分類がよくわからない種の魅力について、例えばクロダハゼなどが挙げられます。
こいつの分類は元々ヨシノボリの一種なのにクロダハゼと呼ばれていた種がトウヨシノボリに統

合され偽橙色型となった後に、様々な研究を経てもう一度クロダハゼとして独立したという極めて
変な経歴を持ちます。さらに分布についても図鑑などでは関東全域とされているものの検証済みな
のは東京都と神奈川県だけであり、北関東は未検証とわからないことが多いです。さらにこれは僕
の体感ですが東京と神奈川の河川ならどこでもいるというわけではなく、トウヨシノボリと棲み分
けているような気がしないでもありません。とにかく色々わからないんです。そして僕のような一
部の日淡オタクはそこに惹かれるんです。理由は説明しません。説明しても理解してもらうのは相
当難しいし、自分でもよくわかんないから。
次に生存競争に弱い種について。これはシナイモツゴなどが例に挙げられます。シナイモツゴは

元々東京以北の用水路などに普通に生息していた魚でした。昔の文献などにあるクチボソという記
述はほとんどがこいつです。しかし明治以降にモツゴが持ち込まれたことで生存競争に負け、東北
や北海道の一部の個体群を除きほとんどが絶滅しました。現在は野生絶滅の一歩手前である絶滅危
惧 IA 類に分類されています。
これだけだと、「ただ珍しい生き物が好きなだけではないのか」と思われるかもしれませんが違

います。理由は先ほどと同様に、説明しないし自分でもわかんないです。
とにかく良いから良いんです。

最後に最後に
ここまで最後まで読んでくれた方におすすめの図鑑を紹介したいと思います。山と渓谷社の「日

本の淡水魚」という図鑑です。この図鑑はコンパクトでありながら、写真が載っており採集時の同
定などにとても重宝します。ついこの間に新版が出たばかりなので助法も最新版です。ぜひ、この
項を読んで日淡に興味を持ったという方は買ってみてください。
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虫班
文責 : (4)/ (3)

高校副部長をしている です。班長になって 2年ほど立ちますが、最近は昆虫観察よりも鳥観
察の方がメインになってきてしまっています、、、こんな僕がむし班の部誌を書いてもいいものかと
思いますが、提出期限が今日ということなので、書いていきたいと思います。

活動 ( ) 
虫班では、飼育がメインとなっています（班としての採集はあまりできていませんが、合宿など

で様々な昆虫を見ることができます !!!）。
現在、虫班ではコクワガタ、ニジイロクワガタ、ヘラクレスオオカブトなどのクワカブたちと、

クロオオアリ、ズアカオオアリなどのアリも飼育しています。まず、クワカブのところから話すと
飼育にも色々あって、産卵産卵、幼虫飼育幼虫飼育、成虫飼育成虫飼育などがあります。成虫飼育はとってきたり買って
きたりした昆虫に餌をあげるだけです ( 餌やりサボる班員いて困ります )。幼虫飼育は、カブトム
シだったら、発酵が深いマットを与え、クワガタだったら発酵が浅いマットや菌糸瓶 ( 木の屑に菌
糸を巻きつけたもの ) などを与えるだけです。幼虫期間は種類によって大きく違う ( ３ヶ月から数
年まで様々 ) ので、そこら辺のことも考えながら飼育を進めると楽しいです。産卵は、カブトムシ
は容器を用意したら、マットを詰める面積の 3割を硬く詰めて 7割をふわふわとのせます。クワガ
タも同じく、3割を硬く詰めたら産卵木 ( クヌギとかコナラです。専門店に行けば売ってます。) を
入れます。産卵木は必ず加水を忘れないようにしましょう。残り7割は先ほどと同じです。そして、
メスを入れたら 2、３ヶ月くらい待って卵や幼虫をとることができます。生物部では、昨年ヘラク
レスの産卵に成功していて、現在幼虫が結構育っています。
次は、アリについてですが僕はあまりアリに詳しくないので、中 3の に詳細は聞いてくださ

い。僕が知ってることは、アリはわざわざ産卵セットを組まなくても卵を産んでくれることぐらい
ですかね～。

アリ日記 ( )
働き蟻の体の大きさ働き蟻の体の大きさ
アリの巣を眺めていると1匹 1匹微妙に体の大きさが異なっていることがわかる。これは幼虫の時
にどれだけ餌を貰ったかで成虫の大きさが変わるからだ。なので餌が乏しい出来立てのアリの巣の働
き蟻は同種とは思えないほど小さい。
では、限界まで幼虫にたくさん餌を与えると無限に大きくなりそうだがそうではない。実は限界ま
で餌を与えられると羽が生えて新女王蟻になるのだ。なので新女王蟻は餌が豊富にある栄えた巣でし
か生まれてこない。逆に言えば新女王蟻が生まれてくればその巣は繁栄している証拠になるのだが、
残念ながら生物部のアリの巣からはまだ新女王蟻は出てきたことがない。
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アリにとって「ベスト」な餌アリにとって「ベスト」な餌
アリ飼育において一番悩ましい（めんどくさい）のは動物性の活餌である。ご存知の通りアリは小
型のものが多く、大きな昆虫などをあげてしまうと死んでしまう蟻がいたり、解体するのに時間がか
かって餌場が臭くなったりする。なので僕はミルワームという餌用
のワームを繁殖させて生まれたばかりの小さいミルワームを与えて
きたが、最近「ベストワーム」というものがアリ専門店のサイトで
売られ始めた。
ベストワームはミルワームより小さく、ヒラタコクヌストモドキ
よりボリューミーなので数がある程度増えてきたアリの巣の活餌に
最適だそう。なので試しに自費で購入し、アリにあげてみるととて
も扱いやすい大きさで、アリ達が一生懸命群がって食べていた。今
繁殖させているがある程度増えてきたら生物部に持っていくか検討
している。

ミヤマ採集 ( )
今日 (7月 27日、部誌の提出日 )、高尾の某所に昆虫観察をしに行ったのでその時のことを書いて

いきたいと思います。以前、高尾方面でもミヤマクワガタが採れると聞いたので今年の夏、高尾で昆
虫観察や他の生き物観察 (鳥観察 )をしつつ、ミヤマを狙うことにしました。朝早く行っても良かった
のですが、少々面倒だったので午前8時頃に高尾駅に到着しました。
そこから、目的地まで行ったのですが、ウスバカミキリやモンキアゲハなどどこにでもいるような
種類しか見つけることしかできませんでした。そして、一本のカエデの木の枝先にクワガタらしきも
のがついているのが見えたので、つついて落としてみると、ノコギリクワガタだった。
今日、初クワだったので嬉しかったのですが、大きさは47mmとやや小さかったです。その後何匹
かクワガタを見つけることができましたが、ミヤマクワガタを見ることはできませんでした。その後、
太い木の幹の高いところにクワガタらしきものがついていたので、望遠レンズでのぞいてみたところ
(鳥観察も兼ねていたので、持ってきていました)、ミヤマの雄でした。その高さは6m程度上だったので、
虫取り網で届くわけもなく諦めかけていましたが、なんとかとることができました。(採り方は容易に
想像できると思いますw)
その木からは、他にも5匹程度のノコギリをとることができました。木の根本には、大量のミヤマ
やノコの死骸が転がっていました (カラスやフクロウの仕業でしょう )。その後、川沿いを歩いて鳥観
察をしましたが、夏鳥らしきものを見ることができませんでした。キビタキの鳴き声が聞こえた程度
です (鳥班の班紹介でかけや )。また、昆虫の方もミヤマカラスアゲハ見たいのが飛んでいたくらいで
した、、、そんな感じで、僕にとっては今年初のクワガタ採集になりましたが、ミヤマが取れたので満
足です。しかも、そのサイズが68.1mmと僕が採集したなかで一番大きな個体になりました。来週か
ら佐渡島の方に遠征に行くので、その時のことはポスターに描きたいなぁーって思っています。
最後に、ミヤマクワガタの顎形の地域差についてちょろっと書いて終わりにしたいと思います。

ミルワームミルワーム
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⬅ 今回僕が高尾でとってきたデカミヤマです (僕
にとっては )。顎の形に注目すると、The 富士型
ですね。富士型とは、第一内歯が大きく発達して
いるタイプです。

（撮影地と最終地は違います）

右のは、僕が今回とってきたミヤマ
(68.1mm)、左は知り合いが北海道でとってきた
ミヤマ (69.5mm) です。この画像をよく見てみ
ると、左の方は第一内歯があまり発達していな
い代わりに、二股部分がしっかりと分かれてい
るのがわかります。The 蝦夷型ですね～ こ
いつらの中間が基本型なのですが、画像がなく
てすみません、、、
ミヤマって細いイメージあるけど 68mm超

えると、ゴツく見えるなぁ

このように、地域によって顎の形が変わる理由として、幼虫期間の温度のちがいが挙げられてい
ます。そこらへんに注目しつつ、今後ミヤマ採集と飼育していきたいと思います。
最後と言ったのですが、もう少しだけ書かせてください、

今年初めてチョウの標本をつくり始めました。トンボは
ちょっと前から作っていたのですが、チョウは本当に作るの
が難しいです。
逗子でとってきたミヤマカラスアゲハです。羽が欠けている
ところもありますが、最初の個体なので、仕方ないでしょう。
夏型ですが、とても綺麗でした。今見ると、触覚の部分が雑
すぎますね。あとで修正します。こういったことも含め、後
輩には伝えていければなと思っています。

以上、虫班でした







16 班紹介

3、書くことないからレオパの繁殖について3、書くことないからレオパの繁殖について
大体ここまでで班紹介自体は書く

ことがなくなってしまったので夏休
みに挑戦したレオパの繁殖について
書こうと思います。
まず、レオパとは学名「Eublepharis Eublepharis 

maculariusmacularius」、和名ヒョウモントカ
ゲモドキといい、飼育が容易なこと
からペットとして人気が高いトカゲ
（正確には地上性ヤモリ）です。ち
なみにさっきから言っている「レオ
パ」は英名「Leopard Gecko」から
簡略化した呼び名です。
生物部では長いことこのレオパを

飼育していて、昔も繁殖に挑戦したらしいのですが失敗したそうなので今年に挑戦することにしま
した。
レオパの繁殖には「クーリング」と呼ばれる段階を踏むのがポピュラーとされています。
クーリングとは飼育温度を徐々に下げて、餌を与えずに数ヶ月過ごさせることでレオパに冬を擬似

体験させるものです。そうすることでレオパが発情しやすくなり、繁殖成功の可能性が高くなります。
しかし、そんな面倒なこと僕はやりません。理由はめんどくさいから。「そんなことしなくても繁

殖できるでしょ」とたかをくくり、繁殖に挑戦しました。（ちなみに今生物部にいるレオパはメスで
相手がいなかったので僕が飼っているオスのレオパと繁殖させました。）
一旦オスをメスのケージに入れるとメス

をぺろぺろ舐めて尻尾を激しく振る動作を
しました。これは発情している証拠です。
しかしメスは嫌そうにすぐ逃げてしまい

ました。本当ならこの時にオスがメスに噛
み付いてそのまま交尾するはずなのですが
ウチのレオパの気が弱いのか、メスとの相
性が良くないのかその後も何回かオスが発
情しても一向に交尾に至りませんでした。
なので一週間ほど同居させてみました。
実はこの記事を書いているのが同居させ

ている時なので繁殖が成功したかは分かり
ません。
（今の時点で交尾を確認できていないので）
文化祭の時にはわかっていると思うのでぜひ生物部の展示をじっくり見てみてください。
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4、最後に4、最後に
ここ（生物部）はある程度自由に生き物を愛でることができる環境です。だからこそ、いま好

きな生き物だけでなくあんまり知らない生き物のジャンルにも興味を積極的に持って視野を広げて
いってほしいです。なので海城に入ったらぜひ生物部の爬虫類、両生類班生物部の爬虫類、両生類班に入って、ここでしかで
きないような素晴らしい経験素晴らしい経験をしましょう！こんな感じで爬虫類、両生類班の紹介を終わります。
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哺乳類班
今年から鳥班に吸収合併された哺乳類班。本当は鳥班長である僕が書くべきだったのですが、
哺乳類の知識は無いし、とにかく色々めんどくさいので、去年の偉大な先輩がお書きになられ
た ( 二重敬語 ) とても素晴らしい文章をそのままコピペします。どうぞお読みください
1. 挨拶1. 挨拶
班設立からなんだかんだで4年。いろいろあって今まで部誌に姿を表さなかった哺乳類班ですが、

この度ついに紹介ページをかけることになりました、どうも班長の小栗です。ただ如何せん弱小な
ものでページ数はあまり割けず、皆様とも１ページの仲となってしまうので

くれぐれも読み飛ばさないようくれぐれも読み飛ばさないように、何卒。に、何卒。

２. 概要２. 概要
本班では、哺乳類の中でも飼いやすいとされているマウス等の小動物や、

タヌキやアライグマなどの死体（拾ってきたり提供されたり）の標本作成を中心に行っています。
現在もタヌキの皮標本を鋭意製作中であり、文化祭では自作のものを皆様にお見せできる予定となっ
ております（執筆日 :7/14）今後も進化を続けていく予定ですので、暖かく見守ってください。

3. 現況報告3. 現況報告
現在哺乳類班では実験用マウスを十数匹飼育しており、過度な繁殖を防ぐために♂♀で飼育ケー

ジを分けて飼育しているのですが、その様子を観察しているだけでもなかなか面白いものがあり、

今後その修正を生かした実験や研究を後輩のみんながしてくれたら嬉しいなと思っております。

3. 最後に3. 最後に
こういう可愛い哺乳類たちに心惹かれた君、是非哺乳類班にどうぞ！
僕らは君たちを歓迎するぞ！

それでは、上がってもらって結構！ (fin)

文責 : (5)/ (6)
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植なま (植物班)
文責 : (4)

部誌の編集長です。
正直に告白します。植物班のページ、書いてる時間がありませんでした。
というわけで、大変心苦しいのですが、昨年度の部誌を要約したものを掲載し、活動報告とさせて
いただきます。来年はちゃんとした記事が載ることを祈りましょう。

はじめにはじめに
この記事を読んでいるあなたは、きっと生物に多大な興味があることでしょう。
しかし悲しいかな、我々生物部の中でも植物班の人気は今ひとつ。どうしても動物や昆虫の派手さ
に目が行きがちです。ですが、道端でたくましく生きる植物に目を向けたことはありませんか？
植物に愛を感じるそこの君、ぜひ植物班の扉を叩いてみてください。

1. 植物購入会1. 植物購入会
OZAKI FLOWER PARK にて、各自が栽培したい植物を購入しました。部費で買える（※限度額あり）
ので、経済的な負担なく始められるのがポイントです。
このイベントの目的は、単なる買い出しではありません。「せっかく入班してくれた部員の植物愛を
高めること」「班員の幽霊部員化を防止すること」という、班の存続に関わる重大な使命を帯びてい
ました。
2. 栽培植物について2. 栽培植物について
昨年度は、オリーブ、サルビア、ひまわり、スイカ、ズッキーニ、メロン、トマト、アジサイ、ブルー
ベリー、キウイ、モモ、オクラ、レモン、ゆず、パッションフルーツ等々、非常に多くの植物を栽
培していました。
3. 観察会について3. 観察会について
近所の戸山公園や小石川植物園、等々力渓谷などに出かけ、野草（雑草含む）の同定を図鑑片手

に行いました。栽培も植物班の活動として重要であることは間違いないですが、この活動もまた非
常に重要なものです。

ちなみに、上記で紹介した植物たちですが、4号館の改装工事の際に我々の許可なく全て処分
されてしまいました。諸行無常。
さらに、今年度新たに買い直した植物たちも、この夏の記録的な猛暑と栽培場所の環境の悪さ
というダブルパンチにより、驚異的な生命力を見せつけたメロンとオクラ以外、すべて枯れ果
てました。
来年こそは、緑あふれる植物班が復活することを祈るばかりです。我こそはという救世主の入
部を、メロンとオクラと共に心よりお待ちしております。

（注釈）
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飼育生物紹介
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ギラファノコギリクワガタ Prosopocoilus giraffa    (虫)

世界最大のクワガタ。特にフローレス産の個体が大き
くなりやすい。最大では雄で118mm。国産のノコギリ
クワガタの1.6 倍近くある。生物部にいるギラファノコ
ギリクワガタの体長は108mmと大きい。

ヘラクレスオオカブト Dynastes hercules    (虫)

世界最大のカブトムシ。13亜種に別れている。一番大
型になりやすいのがヘラクレス・ヘラクレス (原名亜種 )
で 181mm。また、前翅の色は湿度によって決まる。乾
燥していると黄色になり、ジメジメしていると黒褐色
になる。生物で飼育しているのも原名亜種だ。今年の2
月に産卵セットを組んで現在幼虫が20~30匹程度いる。

ニジイロクワガタ Phalacrognathus muelleri    (虫)

ニジイロクワガタはその名の通り、玉虫色（構造色）
の体をもつクワガタで、オセアニア原産だが日本のカ
ブトムシと同じか少し大きいぐらいの大きさ。その輝
きから世界一美しいクワガタと言われ、寿命も長めで
丈夫なのでペットとしての人気も高い。ちなみにこの
クワガタは足で掴まれると結構痛い。（経験アリ）

コクワガタ Dorcus rectus    (虫)
日本で 1番、メジャーで取りやすいクワガタ。その小
ささや飼いやすさ、寿命の長さから人気がある。オス
だと、40mm行けばまぁまぁで、50mmUPになるとコ
クワガタとは思えないような迫力が出てくる。メスは
産卵する時に産卵マークを残すことから、野外でも朽
木を見ると産卵しているかどうかがわかる。野外でも
越冬するため、飼育するときは常温でもOK。
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カブトムシ Trypoxylus dichotomus    (虫)

一度は誰でも飼ったことがあろう一般的な甲虫。その
特徴は言うまでもないだろう。小学生には人気だが、
個人的には中学生にもなると、クワガタに比べてエサ
を大量に消費するわ臭いわで良い印象を持たなくなっ
てくるものだ。(生物部でも飼っていない )

クロヤマアリ Formica japonica    (虫)
主に日本全土に生息しており、公園などで普通に見ら
れる。体色は灰色がかった黒色。中型で巣の中に女王
が複数いる多女王の巣と女王が一匹のみいる単女王の
巣がある。結婚飛行は東京では主に 6月から 8月で道
に女王蟻が歩いていることが多々ある。生物部では部
員が作成した石膏でできた巣で飼育しており、約 200
匹いる。自然界では数千個体になることもある。 

ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus    (虫)

都心でもクヌギ林に行けば簡単にとることができる。
小型のものと大型のもののアゴの形は大きく異なる。
また、赤みがかったものから黒いものまでいて、色に
も個体差が大きく生じる。オスは 60mmあれば大きい
方で、70mmを超えてくると迫力がさらに増す。野外
では越冬はしない。

オオクワガタ Dorcus hopei binodulosos    (虫)

国産の中でも人気のあるクワガタ。別名「黒いダイヤ」
と呼ばれる通り、野外で採集するのは難しい。生物部
では、60mmくらいのオオクワガタのオスを数匹飼っ
ている。80mm、90mmの化け物個体になってくると
アンバランスになってしまうのであまり筆者は好みで
はない。60~70mmの間が一番バランスはいい。
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コハクオオアリ Camponotus fedtschenkoi     (虫)
中央アジアに広く生息する中型のオオアリ属のアリで、
やや黄色がかった美しい白色、透明感のある白い体色
が特徴。
日本には生息していない体長は女王アリで 12 ～
14mm、働きアリは 5～ 14mm。働きアリは大きくな
るにつれて頭の色が濃くなるという特徴がある。１匹
の女王から最大数千匹のコロニーへ発展することもあ
る。そんな、コハクオオアリは雑食で、甘い蜜は大好物。
また、コハクオオアリは冬眠を11月～ 2月末頃まです
る。3月下旬に産卵をし、産卵数は10数個である。

アカハライモリ Cynops pyrrhogaster    (爬 / 両)

北海道や南西諸島を除いてほぼ全国に生息。水田や池、
小川など湿っているところにいる。因みにアカハライ
モリは主に水草に卵を産む。8～ 10cm前後のイモリの
仲間。野生下では主にミミズや昆虫、カエルの幼生な
どをたべている
生物部では主にミルワームや赤虫などを与えている

ズアカオオアリ Camponotus singularis   (虫 )

東南アジアに生息している大型のアリ。
女王アリは20mmを超え、日本のアリが可愛く見える。
生物部では購入したものを飼育しており、昆虫ゼリー
などをあげている。

オオズアリ Pheidole nodos    (虫)
主に関東以南の地域に生息しており、公園などで普通
に見られる。体色は胸部と足は赤褐色で頭部と腹部は
暗褐色である。小型で巣の中に女王が複数いる多女王
の巣と女王が一匹のみいる単女王の巣がある。体感的
に多女王の巣が多いように感じられる。この蟻の大き
な特徴は「大頭蟻」と書くように兵隊アリが体に比べ
て頭が異様に大きいことである。この大きな頭で大き
な餌の解体、運搬などを行う。
生物部のオオズアリはインターネットで購入した石膏
巣で飼育しており、大体400匹いる。 
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トウキョウダルマガエル Pelophylax porosus   (爬 / 両)
トウキョウダルマガエルは関東平野、仙台平野、新潟
県と長野県に生息する
トノサマガエルによく似ている。体長はウシガエルや
ヒキガエルの半分程度
「ンゲゲゲ、ンゲゲゲ」と鳴く
生物部では練り餌をあげている
もう、完全に人に懐いてしまった

ニホンアマガエル Hyla japonica   (爬 / 両)
ニホンアマガエルは日本から中国、韓国などにかけて
生息する体長 2～ 5 cm ほどの小型のカエル。通常は
緑色だが環境によって色々な色に変わり、眼から体側
にかけて黒いラインがあるのが特徴。春から夏にかけ
て水辺で産卵し、オスは鳴いてメスを呼びます。主に
小さな昆虫やクモ類、無脊椎動物などを食べ、夜行性。
生物部では、飼育ケースに浅い水をしいて、ワームや
人工餌をあげている。

ヒョウモントカゲモドキ Eublepharis macularius   (爬 / 両)
ヤモリ科に属する爬虫類
英名は「レオパゲッコー」であり、通称「レオパ」と
も呼ばれている
特徴としては過酷な砂漠環境で生き抜くために尻尾と
前足の付け根に栄養を溜め込んでいることだ
本来パキスタンやアフガニスタンなどに生息しており、
野生では昆虫や小型のヤモリ類などを食べていて、生
物部ではゴキブリを餌としてやっている。

モリアオガエル Rhacophorus arboreus   (爬 / 両)

名前の通り、森に住む青（今は緑）色のカエル。吸盤
があるカエルの中ではかなり大型で５～７cmになる。
産卵する時に水質が安定した静かな池の上に粘液で泡
を作りそこに産卵する。幼虫は孵化したらそこから池
に飛び込む。眼過線が薄い。
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モツゴ Pseudorasbora parva   (魚)

都市周辺部の汚染度の高い水域でも見ることのできる
淡水魚。元々は関東以西にしか生息していなかったが
高い環境適応能力によって近年東北地方や北海道など
への移入が認められている。地域によってはクチボソ
とも呼称される。

カワアナゴ Eleotris oxycephala   (魚)

河川の下流域に生息する大型のハゼ。関東以西に生息
し台湾や済州島などにも分布している。生物部で現在
飼育している個体はおそらく魚の中で一番昔から飼育
をしている

ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C   (魚)

体長が 10cm前後になる淡水魚。河川中流・湖沼など
の砂底に生息する日本固有種。名前の通り体に縞模様
を持っており、体は細長く、3対 6本のヒゲを持って
いる。近年一部地域でこの種の関西型であるニシシマ
ドジョウが生息域に移入し交雑個体が確認されている。

アオダイショウ Elaphe climacophora   (爬 / 両)
アオダイショウは、日本全国に広く分布する無毒のヘ
ビで、ナミヘビ科に属する。体長は 1.5 ～ 2メートル
に達することがあり、青緑色の体色が特徴。森林や農地、
民家の周辺など、さまざまな環境に適応して生活して
いる。主にネズミや小鳥、両生類などを捕食し、農作
物を害するネズミの駆除にも役立つ存在として知られ
ている。比較的人に慣れやすく、飼育する愛好者もいる。
春から秋にかけて活発に活動し、冬は冬眠する。
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カワムツ Nipponocypris temminckii   (魚)

オスがメスよりも大きく、オイカワやヌマムツと似た
10から 15cmの淡水魚で、初夏にオスが鮭のような婚
姻色を示す。日本では主に本州や九州、四国に分布し
ており、朝鮮半島や中国にも生息している。近年関東
や東北に侵入している。

コイ Cyprinus carpio   (魚)

コイ科の淡水大型魚。流れが緩やかな川や池、湖、用
水路などに生息し、比較的汚染度の高い水域でも繁殖
する。 琵琶湖地域原産の在来型と中国など大陸から運
ばれてきた大陸型に分けることができる。生物部で飼
育しているのは大陸型。

ナマズ Silurus asotus   (魚)

東アジアの河川や湖沼に生息する肉食の淡水魚で、ナ
マズ目ナマズ科に属する。別名「マナマズ」。生物部で
はキャット (餌 ) をあげていて、たくさん食べてしまう
のであげすぎには注意。

カサゴ Sebastiscs marmoratus   (魚)

カサゴは、日本の海でよく見られる魚で、岩場や防波
堤の近くで釣れる。生息環境により体の色が変わる。
深みに生息するものほど赤く、浅場に生息するものは
黒っぽいと言われている。生物部にいる個体はある部
員が釣ってきたもの。まあまあ大きい。
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ベラ Labridae sp.   (魚)
世界中の温かい海に生息していて日本でもサンゴ礁な
どに行けば普通に見ることができる。この魚は他の魚
とは違い、一部のメスがオスに性別を変えることがで
きる。口は小さくとがっていて、ついばむようにしてエ
サを食べることに特化している。何度もエサをついば
み、少しずつエサを食べる。そのため釣りをしている
少しずつ餌がなくなっていきあげてみると針しか残っ
ていないということになり釣り人からは嫌われている。

オイカワ Opsariichthys platypus   (魚)

コイ科の淡水魚。オスの婚姻色が虹色でとても綺麗。
元々学名が雑魚を意味するzacco でかわいそうな学名を
持つ魚として有名だったが、近年ハス俗に編入された
ことで変わってしまった。

カジカ Cottus pollux   (魚)

カジカ科の魚。生活方式などで３種類の型に別れてお
り、生物部にいるのは大卵型。山間部ではよく食される。
似ている魚にヤマノカミやアユカケなどがおり見分け
るのがちょっと難しい。

奇蟲たち unknown   (寄蟲)

生きてることは確か。今年も多分「何これ？
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コスタリカンゼブラレッグ Aphonopelma seemanni   (寄蟲)

タランチュラの仲間。名前の通り、コスタリカなどの
南米に生息している。大きさは最大で 50~60mmであ
まり大きな種類ではない。生物部にいるやつはまだま
だ小さいのでこれから大きくなるだろう。
生物部では主にコオロギをあげていて、コオロギがい
ない場合はデュビアをあげている。

アオズムカデ Scolopendra subspinipes japonica L.Koch   (寄蟲)

オオムカデ科のムカデ。オオムカデの亜種とされてい
る。北海道と一部離島を除く日本全国でみられ、トビ
ズムカデと並んで代表的なムカデの一つ。強目の毒を
持ち、噛まれるとかなり痛いらしい。

バルバドスオオムカデ Scolopendra subspinipes   (寄蟲)

カリブ地域に生息するオオムカデの仲間。
茶褐色のボディに赤色の足を持ち、とてもかっこいい。
毒を持つが、強さは不明。



 

期限って過ぎるの早いんですよね。 

R.I.P. ネズミ 

じゃーん！ 私の尻尾焼きでーす！ 

⽣物部が丸い︖それ、洗脳だからー︕︕︕ 

運動保存がほんにゃらかんにゃらで重⼼速度
がウワァァァァァァァァ！！！！！！！！ 

海⽔⿂＜＜＜＜＜＜⽇淡＜⿃ 
カブトムシは絶滅危惧種 

↑捕まえるのが下手なだけ 

オイカワは絶滅危惧種() 
採集っていつなんですかね 

メイドラが頭の中で 

動いてます動いてます動いてます… 

昔はむらかみ（鶏）がいました 
 

へんしゅーこーき



32 その他

2025 年度部誌編集長の です。本誌を手に取っていただき、誠にありがとうございます。
部員たちの活気が伝わる、鮮度抜群（※締切的な意味でも）の原稿が集まりましたこと、大変

嬉しく思います。提出日前日の各班長、そして部長の最後の追い上げのおかげで、無事編集を終
えることができました。皆さん、本当にお疲れ様です、そして、ありがとうございます。
さて、不本意ながら二年連続で編集長を務めております。来年こそは辞任する所存ですが、ま

あ無理でしょう。未来の私、頑張れ。
これを書いているのは印刷前日の 9月 8日。１週間ほど前まで「原稿がねぇ！」と騒いでいた

のですが、犯人を特定したところ、未提出の大半が部長でした。世の中とはそういうものです。
とはいえ、こうして巻末言を書ける程度には余裕をもって編集作業は完了しました。しかし、

この後には飼育生物の解説カード作成、ラミネート地獄、缶バッジデザイン、クイズ作成が控え
ています。果たして文化祭当日、私の体力は残っているのでしょうか。

色々書きましたが、言いたいことは一つです。
締め切り守って！！

ここまで読んでくださりありがとうございました。

編集長挨拶編集長挨拶
文責 : (4)






